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平成 29 年度「施政方針」

議会だより

お知らせ

玉黄金

４月号の主な内容笑顔でお祝い。町内入学式
　（龍郷小学校入学式）　

　４月６日は町内の各小中学校で入学式があ

りました。龍郷小学校では上級生によるアー

チで新１年生をお出迎え。家族や地域の人に

見守られながら新たな門出を迎えました。

（１４～１５ページに小学校の写真特集）
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の
世
界
自
然
遺
産
登
録
。
ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
放
映
な
ど
、
本
町
は
じ
め

奄
美
に
と
っ
て
地
域
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
、
こ
の
追
い
風
に
の
っ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
第
５
次
龍
郷
町
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、「
歴

史
と
文
化
を
つ
む
ぎ　

未
来
へ
つ

な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、
諸
施
策
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

　

奄
美
群
島
は
豊
か
な
自
然
や
伝

統
文
化
な
ど
多
く
の
優
れ
た
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
平
成
28

年
度
中
に
策
定
す
る
龍
郷
町
観
光

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
本
町
ら
し

い
観
光
振
興
策
を
実
施
す
る
ほ

か
、
奄
美
に
お
け
る
一
元
的
な
観

光
・
物
産
の
推
進
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
「（
一
社
）
あ
ま
み
大
島

観
光
物
産
連
盟
」
や
他
市
町
村
と

の
広
域
的
な
連
携
の
も
と
奄
美
な

ら
で
は
の
着
地
型
観
光
の
振
興
に

努
め
、
本
町
の
町
花
で
あ
る
ヒ
カ

　

本
日
、
こ
こ
に
平
成
29
年
第
１

回
龍
郷
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
る
に
あ
た
り
平
成
29
年
度
の
町

政
運
営
に
つ
い
て
、
私
の
所
信
の

一
端
を
申
し
上
げ
議
員
各
位
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
町
長
就
任
以
来
、
町
政

の
基
本
・
原
点
は
そ
こ
に
住
む

人
々
が
地
元
を
愛
し
、
町
民
自

ら
が
町
づ
く
り
に
参
画
し
、「
住

ん
で
み
た
い
」、「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
町
が
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
し

続
け
る
た
め
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
「
し
あ
わ
せ
感
」
を
感
じ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
り
ま
し
た
。　
　
　

平
成
29
年
度　

施
政
方
針

　

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
策

定
し
た
「
龍
郷
町
創
生
総
合
戦

略
」
の
も
と
、
活
力
あ
る
龍
郷
町

を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
本
町
が
有
す
る
様
々
な
地
域

資
源
を
活
か
し
て
島
内
外
の
市
場

を
拡
大
し
、
雇
用
を
生
み
出
す
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
「
地
域
経
済
の
振
興
」
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
流

れ
を
的
確
に
見
極
め
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
、

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
バ
ラ
ン
ス
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　

さ
て
、
奄
美
群
島
民
の
永
年
の

悲
願
で
あ
り
ま
す
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
て
「
奄
美
群
島
国
立

公
園
」
が
３
月
７
日
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
平
成
30
年
夏

ン
ザ
ク
ラ
を
活
用
し
た
「
ヒ
カ
ン

ザ
ク
ラ
の
郷
」
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
島
本
島
全
市
町
村

が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
「
奄

美
満
喫
ツ
ア
ー
事
業
」
を
継
続
的

に
進
め
、
本
町
並
び
に
奄
美
大
島

の
知
名
度
の
向
上
、
観
光
客
の
誘

致
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
積
極
的

に
推
進
し
、
平
成
30
年
か
ら
放
送

が
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
大
河
ド
ラ
マ
放
送
が
本

町
に
最
大
限
の
効
果
を
も
た
ら
す

よ
う
、
関
係
団
体
と
密
な
連
携
を

取
り
、「
龍
郷
の
西
郷
隆
盛
・
愛

加
那
・
菊
次
郎
」
を
全
国
へ
積
極

的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、「
西

郷
公
園
」
や
「
笹
森
儀
助
顕
彰
碑
」

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
周
遊
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

 　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
総
合
計
画
と
し
て
、
平
成
28
年

度
に
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
「
健
康
た
つ
ご
う
21
」

を
指
針
と
し
て
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
、
現
行
で
は
就
学
前
ま
で
を

無
料
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
小
学
卒
業
時
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
を
拡
大
し
、
家
族
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
奄
振
交
付
金

事
業
を
活
用
し
、
奄
美
大
島
に
生

息
す
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を

は
じ
め
多
く
の
希
少
野
生
動
物
を

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
町
内
の
集
落
な
ど
に
生
息
す
る

特
定
の
飼
い
主
の
い
な
い
野
良
猫

を
対
象
に
、
捕
獲
、
不
妊
去
勢
、

（
抜
粋
し
て
掲
載
）

町長 徳田康光

は
じ
め
に

現
状
と
町
政
に
臨
む

　
　
　
　
　
基
本
方
針

 

地
域
資
源
を
生
か
し
た

　
産
業
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

 

健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
生
活
環
境
で

　
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り

ヒカンザクラ
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放
獣
を
実
施
し
て
、
繁
殖
能
力
を

無
く
し
、
個
体
数
増
加
を
抑
制
し

ま
す
。
ま
た
、
本
年
２
月
１
日
に

環
境
省
よ
り
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
に
正
式
に
推
薦
書
が
提

出
さ
れ
、
３
月
７
日
に
国
が
対
象

地
域
を
国
立
公
園
に
指
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
最
速
で
平
成
30
年
夏

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し

ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
観
光
振
興

や
地
域
活
性
化
に
大
き
く
繋
が
る

も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

平
成
29
年
４
月
開
館
の
龍
郷
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
り
ゅ
う
が

く
館
」
を
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
各
年
代
層
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
公
民
館
講
座
の
開
設
や
図

書
館
、
文
化
財
展
示
室
等
の
施
設

の
充
実
や
学
芸
員
に
よ
る
町
民
の

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
西
郷
隆
盛
生

誕
１
９
０
年
の
節
目
の
年
に
当
た

る
た
め
、
第
58
回
町
相
撲
大
会
を

龍
郷
小
学
校
相
撲
場
で
開
催
し
、

併
せ
て
相
撲
場
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

島
外
で
活
躍
さ
れ
る
郷
友
会

「
関
西
奄
美
会
」
が
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
、
兵
庫
県
尼
崎
市
で

記
念
大
会
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
町
か
ら
は
国
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
「
秋
名
ア
ラ
セ
ツ
行

事
」
の
上
演
団
体
を
派
遣
し
、
本

町
に
息
づ
く
伝
統
文
化
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
信
し
、
交
流
・
連
携
の

促
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
創
生
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
秋
名
・
幾
里
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
足
掛
か
り
に
、
国
立
公

園
地
域
に
指
定
さ
れ
た
秋
名
・
幾

里
集
落
に
あ
る
個
性
豊
か
な
歴
史

や
自
然
、
伝
統
文
化
を
有
効
に
活

用
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

軸
に
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

「
秋
名
ア
ラ
セ
ツ
ツ
ア
ー
」（
仮

称
）
を
企
画
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
組
織
づ
く
り
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

行
政
組
織
で
は
、
行
政
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
見
直
し

と
し
て
、現
在
の
「
総
務
企
画
課
」

を
「
総
務
課
」
と
「
企
画
観
光
課
」

に
分
離
し
、
観
光
行
政
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
今
後
も
「
第
４

次
龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱
及
び
実

施
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
で

よ
り
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
公
平
な
税
・

保
険
料
負
担
に
よ
る
安
定
し
た
安

心
で
き
る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
滞
納
し
て
い
る
各
種
税
・
保

険
料
の
徴
収
の
強
化
と
必
要
に
応

じ
た
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
県
や
近
隣
市

町
村
と
連
携
し
た
相
互
併
任
協
定

に
よ
る
徴
収
強
化
を
図
り
、
安
定

的
な
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

促
進
を
図
り
な
が
ら
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

今
後
と
も
、
第
５
次
龍
郷
町
総
合

振
興
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
歴
史
と
文
化
を
つ
む
ぎ　

未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

す
施
策
を
推
進
し
、
私
た
ち
の
ま

ち
「
た
つ
ご
う
」
を
魅
力
あ
る
ま

ち
に
創
り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
町
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続

き
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
29

年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
と
歴
史
と

　
　
　
文
化
が
薫
る
ま
ち
づ
く
り

  

人
が
ふ
れ
あ
い
個
性
が
輝
く

　  

交
流
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
で

　
　
　
共
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

結
び

ショチョガマ

自然観察の森
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・一般質問（５名が登壇）・・・・・   ６～ 10 ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・   　　11 ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２９年第１回定例会

第１７４号

　３月７日は平成２８年第１回龍郷町議会定例会の開会日であり、奄美群島国

立公園が指定された日でもあります。当日は定例会前に龍郷町役場国道沿いに

横断幕の設置が行われました。平成３０年の世界自然遺産登録に向けて、ます

ます期待が高まります。
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問　

　

奄
美
市
笠
利
町
で
は
集
落
ご

と
に
そ
の
集
落
の
行
事
や
名
所

が
一
目
で
わ
か
る
看
板
が
あ
る

が
、
本
町
で
は
ど
う
か
。

　

答
（
産
業
振
興
課
長
）

　

県
が
設
置
し
た
町
内
全
体
を

示
す
看
板
が
赤
尾
木
の
道
路
沿

　

問　

　

今
井
崎
灯
台
へ
の
道
の
整
備

は
。

　

答
（
地
域
整
備
課
長
）

　

今
後
、
対
策
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

問　

　
「
西
郷
ど
ん
」
の
垂
れ
幕
や

「
奄
美
群
島
国
立
公
園
」
の
横

断
幕
等
、
も
っ
と
目
に
付
く
場

所
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　

答
（
生
活
環
境
課
長
）

　

町
独
自
の
も
の
を
検
討
し
ま

す
。

　

問　

　

各
集
落
独
自
の
催
し
物
等
を

利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
出
来
な
い

か
。

　

答
（
町
長
）

　

町
が
助
成
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

芦
徳
集
落
で
は
歩
道
が
無
く

極
端
に
狭
い
所
も
あ
る
中
、
観

光
客
が
自
転
車
で
散
策
し
て
お

り
危
険
で
あ
る
。
通
学
路
で
も

あ
り
、
安
全
の
為
に
も
早
急
な

道
路
整
備
が
必
要
で
は
。

田畑 浩 議員

い
く
方
向
で
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

問　

　

現
在
町
で
は
宿
泊
施
設
が
不

足
し
て
い
る
が
、
今
後
増
加
す

る
観
光
客
の
為
に
も
民
泊
の
奨

励
等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
副
町
長
）

　

空
き
家
を
利
用
し
た
民
泊
が

出
来
な
い
か
計
画
し
て
い
ま

す
。

議
員
発
言

　

新
し
く
出
来
る
企
画
観
光
課

の
職
員
を
民
泊
の
先
進
地
等
へ

視
察
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
だ
と

思
う
。

　

本
町
に
と
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
く
こ
と
の
出
来
る
大
事
な

年
。
役
場
も
町
民
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず
、

龍
郷
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
選
ん

で
よ
か
っ
た
と
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

願
う
。

い
の
駐
車
場
に
一
カ
所
あ
る
の

み
で
す
。

　

問　

　

町
独
自
で
の
設
置
は
考
え
て

な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

龍
郷
町
観
光
振
興
計
画
が
今

月
中
に
出
来
る
の
で
そ
の
中
で

対
応
し
ま
す
。

　

問　

　

ハ
ー
ト
ロ
ッ
ク
他
各
名
所
を

訪
れ
る
人
数
の
把
握
は
。

　

答
（
産
業
振
興
課
長
）

　

人
数
、
車
の
台
数
が
分
か
る

手
立
て
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

答
（
地
域
整
備
課
長
）

　

昨
年
５
月
に
交
通
量
調
査
を

行
い
、
交
通
量
が
多
い
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
屋
入
～
赤

尾
木
線
整
備
に
つ
い
て
は
平
成

29
年
度
に
測
量
設
計
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
要
望
等
を
踏
ま
え

て
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

問　

　

倉
崎
海
岸
の
海
水
浴
場
と
し

て
の
指
定
や
整
備
に
つ
い
て

は
。

　

答
（
町
長
）

３
月
中
に
策
定
す
る
龍
郷
町
観

光
振
興
計
画
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
考
え
な

が
ら
優
先
順
位
を
決
め
て
進
め

て
行
き
ま
す
。

　

問　

　

鶏
飯
ひ
さ
倉
前
や
赤
尾
木
の

バ
ス
停
等
で
、
観
光
客
が
暑
い

日
や
雨
や
風
の
強
い
日
に
屋
根

も
無
く
、
座
る
場
所
も
無
く
長

時
間
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
が
、
整
備
で
き
な
い

か
。

　

答
（
総
務
企
画
課
長
）

　

今
後
は
出
来
る
だ
け
や
っ
て

観
光
業
に
つ
い
て

ハートロック

奄美市に設置されている看板
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問　

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直
し
、

遊
休
農
地
の
解
消
や
担
い
手
等

の
利
用
集
積
の
具
体
策
と
現
状

は
。

　

答
（
町
長
）

　

８
地
区
に
お
い
て
人
・
農
地

プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

　

職
員
の
職
階
に
応
じ
た
研
修

を
実
施
し
、
専
門
家
に
よ
る
派

遣
研
修
、
パ
ソ
コ
ン
等
自
主
的

な
技
能
・
技
術
研
修
を
実
施
し

派
遣
研
修
を
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
行
政
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
で
き
る
、
よ
り
高

い
能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

問　

　

龍
郷
町
い
じ
め
問
題
調
査
委

員
会
設
置
の
内
容
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

重
大
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
、そ
の
事
態
に
対
処
し
調
査
・

審
議
す
る
た
め
の
第
三
者
会
議

と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
案
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
５
名
以
内
の
委

員
を
委
嘱
し
調
査
審
議
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

問　

　

国
と
地
方
の
債
務
残
高
が

２
０
６
０
年
に
は
８
０
０
０
兆

円
に
な
る
試
算
を
示
し
た
が
、

平岡 馨 議員

ン
作
成
に
つ
い
て
。

答
（
町
長
）

　

県
内
21
ヶ
所
が
国
土
交
通
省

に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
休
憩
機

能
、
情
報
発
信
機
能
、
地
域
連

携
機
能
、
の
３
つ
の
機
能
を
併

せ
持
つ
休
憩
施
設
で
、
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
以

外
特
に
見
直
し
等
の
意
見
は
出

て
い
な
い
状
態
で
す
。
遊
休
農

地
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て
は
２

件
で
１
．
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

解
消
し
、
担
い
手
へ
の
利
用
集

積
は
３
件
で
、
１
．
１
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
が
集
積
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

問　

　

計
画
的
な
土
地
利
用
と
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
充
実
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
は
。

　

答
（
町
長
）

　

都
市
計
画
法
、
農
地
法
、
農

振
法
等
の
法
令
に
よ
り
無
秩
序

な
開
発
を
防
止
す
る
こ
と
で
今

後
も
こ
れ
ら
の
法
令
を
順
守
し

な
が
ら
計
画
的
な
土
地
利
用
を

推
進
し
ま
す
。
今
後
も
継
続
し

て
町
道
、
水
道
施
設
、
公
営
住

宅
な
ど
の
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

職
員
の
資
質
向
上
と
人
事
評

価
制
度
の
継
続
内
容
を
具
体
的

に
。

　

答
（
町
長
）

自
治
体
は
今
後
の
増
収
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
町
長
と
し
て
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）

　

町
税
等
の
自
主
財
源
が
約

22
％
と
乏
し
く
、
残
り
の
約
８

割
弱
を
国
、
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
等
の
依
存
財
源
に
頼
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
徹
底
し

た
行
政
経
費
の
節
約
に
努
め
な

が
ら
、
同
時
に
自
主
財
源
の
確

保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
観
光
客
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
町
内

産
の
１
次
産
品
や
２
次
加
工
品

等
の
生
産
拡
大
及
び
６
次
産
業

化
、
黒
糖
焼
酎
や
大
島
紬
の
販

売
な
ど
町
内
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、
自
主

財
源
の
増
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

建
設
実
現
に
向
け
て
の
プ
ラ

施
政
方
針
に
つ
い
て

財
政
に
つ
い
て

道
の
駅
に
つ
い
て

秋名集落の田んぼ

島育ち館外観
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問　

　

平
成
30
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映
、

ま
た
自
然
遺
産
登
録
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
本
町
の
取
り
組
み

は
。

　

答
（
町
長
）

　

西
郷
ゆ
か
り
の
地
や
龍
郷
で

森
の
館
を
駐
車
場
周
辺
に
移
転

し
、
跡
地
に
休
憩
所
や
学
習
機

能
を
有
し
た
施
設
を
建
設
し
、

ま
た
、
野
鳥
観
察
施
設
や
展
望

デ
ッ
キ
、
遊
歩
道
な
ど
の
整
備

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

本
町
沿
線
道
に
は
多
く
の
景

勝
地
が
あ
り
ま
す
。
観
光
客
が

車
を
止
め
て
望
め
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
な
広
場
な
ど
設
け
る

必
要
が
あ
る
が
。

　

答
（
町
長
）

　

浦
～
赤
尾
木
線
の
赤
尾
木
集

落
や
太
平
洋
な
ど
が
望
め
る
箇

所
な
ど
に
、
立
ち
見
の
出
来
る

場
所
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

問　

　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
建
設
計

画
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
は
。
ま
た
水
耕
栽
培

施
設
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
の
農
道
に
合
っ
た
施
設

岩崎 晴海 議員

申
請
を
県
に
要
望
し
て
お
り
ま

す
。
採
択
が
決
定
さ
れ
ま
す
と

29
年
度
に
測
量
設
計
を
行
い
橋

梁
と
農
道
舗
装
の
実
施
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

の
生
活
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
や
、
徳
之
島
、

沖
永
良
部
島
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
笹
森
儀
助
顕
彰
碑
や

西
郷
公
園
を
龍
郷
集
落
手
前
の

県
道
植
栽
地
に
整
備
計
画
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

整
備
計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
施
工
の
内
容
は
。

　

答
（
町
長
）

　

主
な
内
容
と
し
て
、
現
在
の

を
作
る
た
め
、
農
業
建
設
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
営
農
セ

ン
タ
ー
や
加
工
場
の
現
状
の
情

報
を
基
に
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
水
耕
栽
培
に
つ

き
ま
し
て
は
今
後
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

問　

　

久
場
集
落
農
道
整
備
計
画
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
工
の
内

容
は
。

　

答
（
町
長
）

　

去
年
、
農
業
基
盤
促
進
事
業

観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

自
然
観
察
の
森
の
整
備
に
つ
い
て

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

久
場
集
落
農
道
整
備
に
つ
い
て

西郷公園と笹森儀助顕彰碑建設予定地

整備予定の自然観察の森入口外観

整備計画が進められている久場農道
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問　

　

不
在
者
投
票
の
外
部
立
会
人

に
つ
い
て
。

　

答
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

　

不
在
者
投
票
は
、
投
票
期
日

に
投
票
に
行
け
な
い
人
が
、
不

在
者
投
票
管
理
人
の
管
理
場
所

等
で
投
票
で
き
る
制
度
で
あ
り

ま
す
。
不
在
者
投
票
の
外
部
立

会
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

25
年
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
不
在
者
投
票
管
理
者
へ
の

努
力
義
務
と
し
て
規
定
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

問　

　
「
西
郷
ど
ん
」、
奄
美
・
琉
球

諸
島
の
「
世
界
自
然
遺
産
登

市
町
村
、
民
間
の
観
光
な
ら
び

に
自
然
保
護
関
連
団
体
と
連
携

し
て
、
平
成
30
年
の
登
録
を
目

指
し
ま
す
。

　

問　

　

放
課
後
児
童
育
成
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

現
在
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
大
勝
生
活
館
と
瀬
留
生
活

館
の
２
か
所
で
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

大
勝
生
活
館
で
は
、
大
勝
小

学
校
と
戸
口
小
学
校
の
児
童
約

20
名
を
支
援
員
３
名
で
対
応
し
、

瀬
留
生
活
館
に
お
い
て
は
、
龍

瀬
小
学
校
と
赤
徳
小
学
校
、
龍

郷
小
学
校
の
児
童
約
40
名
を
指

導
員
４
名
で
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
勝
・
瀬
留
両
集
落
の
皆
様

に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
ま
す

が
、
集
落
の
皆
様
の
生
活
館
利

用
の
制
約
、
ま
た
、
活
動
施
設

の
変
更
に
よ
っ
て
児
童
・
保
護

者
に
は
不
便
を
お
か
け
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

川畑 信一 議員

成
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
ま

す
。
子
育
て
支
援
対
策
や
、
何

よ
り
そ
の
家
族
の
負
担
軽
減
を

考
え
る
と
き
非
常
に
深
い
事
業

だ
と
認
識
し
て
お
り
、
昨
年
度

来
、
対
象
と
な
る
年
齢
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
従
来
の
未
就
学
児
ま

で
と
し
て
い
た
対
象
年
齢
を
、

小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
い
た
し

ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
育
成
・
支
援

は
人
口
の
再
生
産
能
力
と
町
の

活
力
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
心
安
全
で
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
現

在
、
展
開
し
て
い
る
高
齢
者
福

祉
・
児
童
福
祉
と
合
わ
せ
て
、

保
健
医
療
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

録
」
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）

　
「
西
郷
ど
ん
」
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
の

各
議
員
に
答
弁
し
た
通
り
で
す

が
、大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

を
き
っ
か
け
に
、
龍
郷
町
に
是

非
行
っ
て
み
た
い
と
思
え
る
取

り
組
み
を
、
関
係
機
関
や
町
民

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
世
界
自
然
遺
産
登

録
」
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
在
、
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推

薦
書
が
提
出
さ
れ
た
段
階
に
あ

り
、
今
年
の
夏
頃
に
世
界
遺
産

委
員
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る

「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護

連
合
）」
に
よ
る
現
地
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

現
地
調
査
で
は
、
世
界
自
然

遺
産
と
し
て
の
価
値
な
ら
び

に
、
そ
の
適
正
な
保
全
管
理
計

画
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
引
き
続
き
国
・
県
・

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
当
初
に
お
い
て
、
専

用
施
設
の
建
設
を
、
大
勝
地
区

と
瀬
留
地
区
に
計
画
し
、
生
活

館
利
用
の
効
率
化
と
児
童
の
安

心
安
全
を
図
る
た
め
予
算
計
上

い
た
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡

充
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

こ
の
医
療
費
無
料
化
は
、
子

ど
も
た
ち
の
疾
病
に
対
す
る
早

期
発
見
、早
期
治
療
を
促
進
し
、

健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
に
助

選
挙
制
度
に
つ
い
て

施
政
方
針
に
つ
い
て

大勝生活館外観
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問　

　

中
勝
地
区
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

発
券
場
進
出
の
動
き
に
つ
い

て
、
９
月
議
会
以
降
に
動
き
や

情
報
は
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

昨
年
12
月
に
関
係
者
よ
り
直

接
町
へ
、
今
回
は
こ
の
事
業
に

つ
い
て
見
送
り
た
い
と
い
う
申

し
入
れ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
具

体
的
な
動
き
や
ア
プ
ロ
ー
チ
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
発
言

　

今
後
も
進
出
企
業
、
誘
致
企

業
を
問
わ
ず
集
落
住
民
が
不
安

を
抱
い
た
り
、
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

望
み
ま
す
。

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

問　

　

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会

の
予
算
が
１
０
０
万
円
。
町
長

の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

　

答
（
町
長
）

　

放
映
に
向
け
た
観
光
振
興
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
出
さ
れ
る
観
光
振
興
計
画

を
踏
ま
え
、
６
月
の
補
正
予
算

で
十
分
な
対
応
が
可
能
で
す
。

議
員
発
言

　

補
正
予
算
は
一
般
財
源
と
な

る
と
思
わ
れ
る
が
。
龍
郷
町
は

自
主
財
源
が
22
％
で
あ
る
。
県

の
予
算
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
早
期
対
応
を
望
み
ま
す
。

　

問　

　

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
中
型
消
防
車
両
運
転
不
可

の
団
員
が
増
え
て
い
く
が
、
消

防
団
員
の
中
型
免
許
取
得
費
用

補
助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）

　

町
内
の
消
防
機
関
に
は
準
中

型
免
許
、
中
型
免
許
が
必
要
な

車
両
が
４
台
配
備
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
班
に
は
運
転
可
能
な

免
許
所
持
者
が
半
数
以
上
在
籍

し
て
い
る
た
め
、
現
状
で
は
考

消
防
行
政
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

企
業
進
出
に
つ
い
て

                                      

次の定例会は６月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。

圓山 和昭 議員

町内消防団が使用している消防車

西郷南洲翁上陸記念祭の様子

「西郷どん」プロモー
ション実行委員会



11　広報たつごう



広報たつごう　12

※教育委員会は「龍郷町生涯学習センターりゅうがく館」に移転しました。
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商工業、 観光、 特産品、 大島紬、 むらおこし事業、 奄美自然観察の森、 龍郷

ふるさと祭り、 光インターネット回線申し込み、 地デジ、 定住促進、 空き家情報、

広報誌、 町ホームページ、 ふるさと納税

行政手続、情報公開制度、財政 （予算）、防災行政無線、防災、り災証明、防犯・

交通安全、 交通災害共済、 自衛官募集

農業、 糖業、 畜産、 花き ・ 園芸、 果樹、 林業、 水産業、 漁港、 農道、 林道、

資材土木、 農業共済事業、 島育ち産業館、 農業基盤整備、 耕作放棄地

町営住宅、 町道、 橋梁、 河川、 海岸、 港湾、 建築確認申請、 都市計画、 急斜

面 ・砂防土砂流出防止、 屋外広告物

企画観光課

総 務 課

農林水産課

建 設 課

農林水産課

総務課

企画観光課

建設課

入 口

４月１日より課名が変更しました。
　龍郷町役場は、平成２９年４月１日に業務編成の変更を行いました。それに伴い名称を変更、

または新しく設置した課があります。
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・おおやま　けんしょう

・かつ　けいしろう

・とくなが　よしと

・まつむら　ゆう

・やまぐち　じょうたろう

・よしおか　せいや

・いのうえ　もえ

・さたけ　すみれ

・たいら　あかり

・たけうち　こはる

・なかみず　こはる

・べっぷ　あいる

・べっぷ　ゆうり

・みなみ　ひな

・うちの　あゆみ

・なべき　なぎさ

・まるの　こころ

・とくしま　あいさ

・もがみ　ゆうき

・もりた　きさら

龍郷小学校

・せざき　そうすけ

・なるみ　ひゅうか

・みやぐち　そら

・かつだ　あすか

・もりた　ひな

・やの　りりこ

・はやし　たいき

龍瀬小学校

赤徳小学校
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・あまみず　さき

・いしはら　みつき

・かき　こずえ

・かつやま　みく

・くぼた　とうま

・くろき　みはる

・さるわたり　のかぜ
大勝小学校

・たいら　いろは

・たいら　かほ

・たなか　あやの

・たなか　そな

・なか　わかな

・ながしま　ねね

・なかむら　ゆうか

・ふくだ　うた

・やました　わこた

・よこやま　えいきち

・わたり　まなと

・あかお　こうだい

・かわだ　けいま

・さかえ　しゅんぺい

・ひめの　ちい

戸口小学校

円小学校

　４月６日（木）、龍郷町内各小学校で平成２９年度の入学式が行

われました。入学式に元気よく臨んだ新１年生たち。新しい友だち

や上級生のお兄さん、お姉さんと共に学校生活を楽しんでいるよ

うです。※秋名小学校は入学生がいないため省略。

（順不同、敬称略）
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龍
郷
町
観
光
振
興
計
画
策
定

　

龍
郷
町
で
は
「
奄
美
群
島
国
立
公
園
」

決
定
や
、
関
東
・
関
西
地
区
か
ら
の
格

安
航
空
会
社
（
通
称
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
就
航
な

ど
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
へ
の
対
応

と
、
町
民
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
を

行
っ
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
「
龍

郷
町
観
光
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
詳
細
は
龍
郷
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
２

龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.ta

ts
u

g
o

.

lg
.jp

/

ふ
る
さ
と
納
税
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

龍
郷
町
は
、
町
へ
の
寄
附
の
促
進
や

地
元
特
産
品
・
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
、
今
年
４
月
か
ら
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」（
※
）
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
上
で
の
受
付
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
を
導
入
し
た
ほ
か
、
寄
附
者
に
対

し
る
お
礼
品
と
し
て
様
々
な
特
産
品

（
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
）
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
「
さ
と
ふ
る
」
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
）

　

あ
わ
せ
て
、
返
礼
品
の
協
力
事
業
者

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

（
※
）
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
附
を
さ
れ
た
場
合
、
２
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額

（
住
民
税
所
得
割
の
２
割
程
度
）
ま
で

所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
て
全
額
控

除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
２

第
４
次
龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱

及
び
行
政
改
革
実
施
計
画
策
定

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た

龍郷町の人口
平成 29 年 3 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,963
5,912
2,871
3,041

　-49
   -143
　-69
　-74

る
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
改
革
に

不
断
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
た
に
平
成
29
年
度
を
初
年
度
と

す
る
「
龍
郷
町
行
政
改
革
大
綱
（
第
４

次
）
」
と
こ
れ
に
基
づ
く
「
行
政
改
革

実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
町
民
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
る
質
の
高
い
事
業
・
サ
ー

ビ
ス
を
持
続
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
詳
細
は
龍
郷
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

総
務
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
１

　

龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.ta

ts
u

g
o

.

lg
.jp

/

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局

で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
平
成
29
年
６
月
19
日

（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.jin

ji-
s
h

ik
e
n

.g
o
.jp

/
s
a
iy

o
.

h
tm

l

）
又
は
「
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
大
島
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７-

52-

４
３
２
１

※　

自
動
音
声
案
内

開
発
基
金
の

融
資
制
度
に
つ
い
て

　

開
発
基
金
と
は
、
奄
美
群
島
の
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
第
１
次
産
業
か

ら
第
３
次
産
業
の
方
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
に
携
わ
る
皆
さ
ま
を
金
融
面
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

▽
融
資
業
務

　

奄
美
の
特
性
に
即
し
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
に
、
開
発
基
金
が
直
接
融
資

い
た
し
ま
す
。

▽
保
証
業
務

　

事
業
者
の
方
が
、
金
融
機
関
か
ら
借

入
を
さ
れ
る
際
に
、
開
発
基
金
が
信
用

保
証
を
行
い
ま
す
。

▽
融
資
利
率
（
Ｈ
29
年
３
月
14
日
現
在
）

年
０
．
30
％
～
年
２
．
71
％

▽
融
資
期
間

最
高
20
年
（
一
部
据
置
あ
り
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　
　

奄
美
群
島
開
発
基
金

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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☎
０
９
９
７-

52-

４
５
１
１

Ａ
Ｅ
Ｄ
屋
外
移
設
完
了
の
お
知
ら
せ

　

龍
郷
町
が
進
め
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
屋
外

移
設
事
業
で
す
が
、
平
成
28
年
度
は
龍

郷
消
防
分
署
か
ら
最
遠
地
区
に
あ
た
る

秋
名
小
学
校
、
龍
北
中
学
校
、
円
小
学

校
の
３
基
を
移
設
完
了
し
運
用
開
始
致

し
ま
し
た
。

　

屋
外
へ
移
設
す
る
こ
と
に
よ
り
平
日

の
夜
間
や
休
日
の
職
員
不
在
時
で
も
時

間
制
約
な
し
に
24
時
間
ど
な
た
で
も
使

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

設
置
場
所
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
す
べ

て
正
面
玄
関
で
統
一
。
正
面
玄
関
の
左

右
ど
ち
ら
か
の
外
壁
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
の
扉
を
開
け

る
と
、
緊
急
事
態
発
生
の
周
知
と
防
犯

上
の
理
由
か
ら
、
ベ
ル
と
パ
ト
ラ
イ
ト
、

写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
は
芦
徳
公
民

館
へ
の
新
規
設
置
、
龍
郷
町
が
所
有
し

て
い
る
全
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
屋
外
へ
移
設

す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
消

防
な
ど
職
員
常
駐
の
施
設
は
除
く
）

▽
救
急
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

龍
郷
消
防
分
署
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
を
含
め
た
救
急
講
習
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
身
近
な
存
在
に
な
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
扱
え
る
よ
う
緊
急
時
に
備
え
講

習
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
学
校
や
集
落
、

企
業
・
団
体
な
ど
、
年
齢
問
わ
ず
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
消
防
分
署
救
急
係

☎
０
９
９
７-

62-

２
６
１
１

女
性
が
ん
検
診

　

平
成
29
年
度
女
性
が
ん
検
診
を
左
図

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
当
日
受

付
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

龍北中学校

円小学校秋名小学校

▽
注
意
事
項

・
乳
が
ん
検
診

　

バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
診
は
２
年
に
１
回
で
、
妊
娠
・

授
乳
中
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
子
宮
が
ん
検
診

　

ス
カ
ー
ト
ま
た
は
長
め
の
チ
ュ
ニ
ッ

ク
を
着
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
当
日

は
使
い
捨
て
の
ス
カ
ー
ト
を
１
０
０
円

で
販
売
い
た
し
ま
す
。

▽
今
年
度
の
検
診
は
、
す
べ
て
女
性
ス

タ
ッ
フ
で
の
対
応
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
３
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香 

典 

返 

し 

お 

礼

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

2（火）  でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館

10（水）
 女性がん検診

8：30 ～ 9：30 秋名コミュニティセンター

13：00 ～ 14：00
りゅうがく館

11（木）
8：30 ～ 9：30

13：00 ～ 14：00

12（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

17（水） たつごう在宅家族の会 13：30 ～

19（金）
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

21（日） 龍郷町一般バレーボール大会 8：30 ～ りゅうゆう館

24（水）
 母子歯科相談 13：30 ～

どぅくさぁや館
 おなかスッキリ運動 19：30 ～

26（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～
 かめのこクラブ 10：00 ～

５月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
３
月
届
出
】

平
田　

実み
あ愛

栄　
　

桜おと
は音

山
田　

大ひろ
と翔

　
（
敬
称
略
）

久
場

上
戸
口

中
勝

保
護
者
名

隆
峰

隼
人

大
輔

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
３
月
届
出
】

名
間　

マ
サ
子

濱
田　

ス
マ
子

川
畑　

克
幸

生　

タ
ヨ
子

山
元　

隆
博

前
當　

清
夫

曽
山　

ミ
エ

松
元　

ミ
キ

屋
嘉
比　

喜
久

中
田　

春
ヱ

椛
山　

之
夫

前
田　

義
久

納
山　

千
代

（
86
）

（
98
）

（
57
）

（
81
）

（
81
）

（
77
）

（
90
）

（
85
）

（
97
）

（
94
）

（
67
）

（
82
）

（
93
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

玉
里

円浦浦円嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

嘉
渡

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦
（
愛
寿
園
）

秋
名

浦
（
愛
寿
園
）

大
勝

幾
里（
秋
名
の
郷
）

・
黍
田
泰
浩
さ
ん
（
故
中
田
春
ヱ
さ
ん
）

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
大
山
秀
忠
さ
ん
（
故
大
山
キ
ヨ
さ
ん
）

愛
寿
園

５
月
の
「
ど
ぅ
く
さ
会
」

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

時
間
・
午
後
２
時

場
所
・
各
集
落
公
民
館
等
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
企

画
観

光
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

4
April
2017

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

たみや    　　　　　　 　　　

Ｈ 28. 4.2　生

父 光治 / 母 さゆり  手広

田宮 あんり ちゃん

  たはら　たいが　 　　　

Ｈ 28. 4.8　生

父 亮 / 母 ゆかり  中勝

田原 大雅 くん

まえだ   　りみあ 

Ｈ 28. 4.7　生

父 誠 / 母 端穂  屋入

前田 莉美愛 ちゃん

やました　あきこ

Ｈ 28. 4.8　生

父 晃輝 / 母 優子  屋入

山下 暁子 ちゃん

 ゆたか　 さくら　 　　　

Ｈ 28. 4.8　生

父 大良 / 母 かおり  玉里

豊　朔良 くん

おかむら　かすみ　 　　　

Ｈ 28. 4.30　生

父 兼悟 / 母 陽子  大勝

岡村 香澄 ちゃん

　龍郷町のみなさん、こんにちは！昨

年 11 月に龍郷町地域おこし協力隊に着任しました村上

裕希 ( むらかみゆうき ) です。奈良県生まれ、横浜育ち

の 34 歳。前職は、ＩＴ企業で企画を担当していました。

今月から、広報たつごうで、活動に関連する話題などを

報告していきたいと思います。よろしくお願いします。

　私と妻は、８年前の奄美大島初来島以来、手つかずの

自然、人々の温かさに惚れ込み、何度も訪れるようになり、結婚式も奄美で挙げました。移住先

として計画していた折に、龍郷町での活動に魅力を感じ

て応募、秋名集落で、妻と息子 ( ２歳 ) ３人で暮らして

います。

　地域おこし協力隊とは、首都圏の人を地方へ動かし、

活性化に従事、そして定住を図る総務省の地方創生施策

です。私の任務は、主に荒波地区活性化施策の企画ですが、

少しでも龍郷町に貢献出来るよう頑張ります！

協 力 隊 通 信
龍郷町地域おこし協力隊コラム


